
次期障がい者プラン策定に向けた「医療的ケア児の支援施策検討会議」からの意見 

主な課題 

地域で生活する医療的ケアが必要なこども（医療的ケア児）の増加に伴い、就学前

に集団生活を経験する機会の確保、医療的ケアへの対応を踏まえた安全管理体制の整

備、支援サービスの質・量の充実、災害時対応の体制整備が課題となっている。また、

国においては、「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」の改正が施行

予定であり、今後の施策展開には、その改正趣旨を踏まえた対応が求められる。こう

した国の動向を踏まえつつ、医療的ケア児とその家族が地域で安心して暮らし続ける

ことができるよう、課題解決に向けた取り組みを着実に推進する。 

方向性 

①  

医療的ケア児は多分野にまたがる支援を必要とするが、総合的かつ包括的な支

援を行うためには、医療的ケア児等コーディネーターの役割が不可欠である。コ

ーディネーターのスキルアップを図るため、引き続き定期的な研修会の開催や社

会一般への役割の周知に取り組むと共に、コーディネーター間や関係機関との連

携強化を図る。 

②  

児童発達支援・放課後等デイサービス事業所においては、重度心身障がい児や

医療的ケア児を受け入れる事業所が増加してきているものの、依然として少ない

状況にある。事業所の量的な確保と共に施設スタッフの質の向上、情報の共有を

目指し、地域のネットワーク化に取り組む。 

③  

重症心身障がい児（者）や医療的ケア児を対象とする災害発生時等に必要とな

る医療情報をまとめた情報登録書および個別避難計画の作成については、対象者

や関係機関への情報提供を行い、その作成を推進する。災害発生時の避難場所確

保のため、特別支援学校の福祉避難所指定や避難時の電源確保について、引き続

き検討を進める。 

④  
就学前の通いの場における医療的ケア児の受け入れに関して、より安全な医療

的ケアの実施体制の確立を図る。 

⑤  

教育・保育施設においては、医療的ケアを担う看護師の配置や補助を行うとと

もに、１施設複数受け入れを推進する。また、ニーズの高い地域での新規整備を検

討するなど、安全面を十分に考慮しつつ受け入れ体制の充実を図る。 

⑥  

市立幼稚園、小中学校・高等学校に在籍する医療的ケアが必要な児童生徒につ

いては、主治医や学校医などの総合的な判断に基づき、看護師を派遣して必要な

支援を行う。高等学校等の進路指導については、状況を把握し、必要な説明や情報

提供に引き続き取り組む。 

⑦  

特別支援学校において、医療的ケアが必要なためスクールバスに乗車できない

児童生徒については、保護者の負担軽減や本人の自立促進を図るため、通学支援

の充実に向けて、安全性の確保や実施体制の整備について引き続き検討する。 

⑧  
医療的ケア児の家族の心身の負担を軽減するため、市内における事業所と連携

したレスパイト支援実施体制の充実を図る。 

⑨  

医療的ケア児支援法改正の内容を踏まえ、医療的ケア児等及びその家族が個々

の状況等に応じて保健医療サービスと福祉サービスの連携による適切な支援を受

けられるよう、医療的ケア児等支援センターの設置なども含め、相談支援体制の

充実に向けた検討を行う。 
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